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風早福国祭
第16回

風早福国風早福国風早福国風早福国風早福国風早福国祭祭祭
第16回

風早福国祭
第16回

風早福国祭のあゆみ
平成14年 11月2日（土）・3日（日）
平成15年 11月1日（土）・2日（日）
平成16年 10月30日（土）・31日（日）
平成17年 10月29日（土）・30日（日）

平成19年 10月27日（土）・28日（日）

平成21年 10月24日（土）・25日（日）

平成23年 10月29日（土）・30日（日）
平成24年 10月27日（土）・28日（日
平成25年 10月26日（土）・27日（日）
平成26年 11月1日（土）・2日（日）

平成27年 10月31日（土）・11月1日（日）

平成28年 10月29日（土）・30日（日）

平成29年 10月28日（土）・29日（日）

平成18年 10月28日（土）・29日（日）

平成20年 11月1日（土）・2日（日）

平成22年 10月23日（土）・24日（日）

輪
ーみんなで広げよう友情の輪ー

繋がる♥（ココロ）の輪

SMILE

UNITE

よかろうもん☆きてみんしゃい

STARS ーそれぞれの個性を輝かせてー

みんなでてこんねっ!! ー1510人大家族ー

新華

キラリ ーエコ＋ココに輝くー

HAPPINESS ーみんな笑顔になーれっー

HEART ーつなぐ心と心ー

HARMONYー 一つに繋がるみんなの想いー 

笑 ーshowー
ー 笑顔の花を咲かせようー

ANNIVERSARY
ー 今日という日を大切な記念日に ー

絢爛華麗
ー I t ' s show t ime ー

COLORFUL ー10周年だよ!!全員集合ー

ほっしゃん（お笑い） どんびしゃ（お笑い）
流れ星（お笑い） ブルーリバー（お笑い）

島田　修平（お笑い・手相占い）

ますだおかだ（お笑い）

アメリカザリガニ（お笑い）

キングコング（お笑い）

磁石（お笑い）

佐藤　健（俳優） ブルーリバー（お笑い）

ゴー☆ジャス（お笑い）
BMX show　チームQEST（公演）
isis（歌手）
加藤　和樹（俳優）

ミラクルひかる（お笑い）

吉沢　亮（俳優）

山﨑　健人（俳優）

Gero（歌手）

流れ星（お笑い）
スパローズ（お笑い）
針尖愛実（歌手・本学卒業生）

桐山　漣（俳優）

元木　聖也（俳優）

テーマ ゲスト開 催 日
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風早福国祭
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第14回

第15回

第16回

第 7 回

第 9 回

第 5 回

風早福国祭

風早福国祭

風早福国祭

風早福国祭

風早福国祭

風早福国祭

　福岡国際大学と福岡女子短期大学合同の学園祭は

平成10年度「第32回風早祭」から始まりました。その

後、平成12年度から名称を、福岡国際大学は「第1回福

国祭」、福岡女子短期大学は「第34回風早祭」として実

施。平成14年度から名称を福岡国際大学・福岡女子短

期大学ともに「風早福国祭」と改めて開催しました。

　「風早福国祭」では学園祭実行委員の学生が中心と

なり企画・準備・運営を実施し、毎年学生スタッフの創

意工夫のもと開催されています。今年度で第16回を迎

えた「風早福国祭」。本号では、「風早福国祭」としては

最後となる「第16回風早福国祭」についてご紹介した

いと思います。

　
10
月
の
末
に
行
わ
れ
た
学
園
祭
を
、
私
は
実
行
委
員
と
い
う
こ
と
で
運
営

を
行
い
ま
し
た
。
当
日
２
日
間
は
台
風
の
影
響
も
あ
り
、
悪
天
候
と
い
う
状

況
で
は
あ
っ
た
も
の
の
、
多
く
の
来
場
者
の
方
に
来
て
い
た
だ
く
こ
と
が
出

来
た
と
思
い
ま
す
。
運
営
を
通
し
て
、
学
園
祭
当
日
ま
で
に
上
手
く
い
か
ず

何
度
も
失
敗
を
し
た
り
と
、
学
園
祭
を
実
行
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
か
不
安

に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
２
年
生
、
１
年
生
が
共
に
取
り
組

む
こ
と
で
学
園
祭
を
成
功
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
今
回
の
学
園
祭
を

通
し
て
、
２
年
生
は
最
後
の
学
園
祭
を
楽
し
め
た
と
思
い
ま
す
し
、
１
年
生

は
来
年
度
の
学
園
祭
に
向
け
て
意
識
す
る
こ
と
が
出
来
た
と
思
い
ま
す
。
ま

た
実
行
委
員
だ
け
で
は
な
く
、
学
生
、
先
生
、
事
務
局
と
学
校
に
関
わ
る
全

て
の
人
が
集
ま
っ
て
成
功
す
る
こ
と
が
で
き
た
学
園
祭
で
す
。
こ
の
学
園
祭

を
通
し
、
様
々
な
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
実
行
委
員
を
し
た
こ
と
に
誇
り
を

持
ち
、
卒
業
後
に
も
色
々
な
こ
と
に
挑
戦
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
日
か
ら
学
園
祭
が
始
ま
り
ま
す
が
、
意
気
込
み
を
お
話
し
い
た
だ
け
ま
す
か
。

K
　
収
益
と
い
う
よ
り
は
、
最
後
の
思
い
出
作
り
と
し
て
2
日
間
過
ご
せ

れ
ば
い
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ど
の
く
ら
い
前
か
ら
構
想
や
準
備
を
し
て
い
た
ん
で
す
か
。

K
　
構
想
に
つ
い
て
は
半
年
間
く
ら
い
で
す
。

半
年
間
の
中
で
大
変
だ
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

K
　
そ
れ
は
、
昨
日
か
ら
今
日
に
か
け
て
で
す
。
メ
ン
バ
ー
と
の
連
絡
が
う

ま
く
行
か
ず
、
本
番
で
ば
た
ば
た
す
る
結
果
に
な
り
ま
し
た
。
で
す
が
、

4
年
間
交
友
関
係
を
築
い
て
き
た
の
で
、
土
壇
場
で
は
な
ん
と
か
な
る
の

で
は
な
い
か
と
、
そ
の
く
ら
い
の
気
持
ち
で
い
ま
す
。

お
料
理
の
メ
ニ
ュ
ー
を
教
え
て
く
れ
ま
す
か
。

M
　
僕
た
ち
は
、
ア
ヒ
ー
ジ
ョ
を
作
り
ま
す
。
フ
ラ
ン
ス
パ
ン
を
切
っ
て
、

そ
の
上
に
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
と
に
ん
に
く
で
炒
め
た
き
の
こ
を
載
せ
て
食

べ
る
料
理
で
す
。

で
は
、
最
後
に
松
下
さ
ん
、
一
言
お
願
い
し
ま
す
。

M
　
２
日
間
雨
だ
と
思
う
ん
で
す
が
、
悔
い
の
残
ら
な
い
学
園
祭
に
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

学
園
祭
、
も
う
す
ぐ
終
わ
り
ま
す
が
、

全
体
の
感
想
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

N
　
初
日
に
比
べ
て
、
2
日
目
の
ほ
う

が
盛
り
上
が
り
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

え
ー
、
3
K
の
ア
ヒ
ー
ジ
ョ
の
売
り
上

げ
も
初
日
よ
り
倍
以
上
伸
び
ま
し
た
。

M
　
最
初
は
、
準
備
も
な
か
な
か
で
き

ず
、
初
日
は
昼
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
だ
っ

た
ん
で
す
が
、
最
終
的
に
は
皆
で
楽
し

く
仕
事
も
分
担
し
て
こ
な
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

昨
日
と
今
日
を
振
り
返
っ
て
、
良
か
っ
た

点
と
反
省
点
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

N
　
調
理
の
ほ
う
は
、
初
日
よ
り
は
（
2

日
目
の
ほ
う
が
）
計
画
性
を
持
っ
て
、
し
っ

か
り
や
れ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
、
藏

前
君
が
外
回
り
営
業
を
し
て
く
れ
た
の
で
、

売
り
上
げ
が
あ
が
っ
た
と
い
う
点
も
あ
り
、

2
日
目
の
ほ
う
が
楽
し
く
や
れ
ま
し
た
。

反
省
点
は
、
初
日
の
準
備
不
足
で
す
。
全

体
の
点
数
と
し
て
は
65
点
で
す
ね
。

M
　（
自
分
を
褒
め
て
あ
げ
た
い
点
と
し
て
）
誰
か
が
や
ら
な
い
と
い
け
な

い
と
い
う
場
面
に
対
し
て
、
自
分
が
率
先
し
て
積
極
的
に
行
動
す
る
、
そ

の
点
を
褒
め
て
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
分
担
は
し
た
ん
で
す

が
人
数
が
少
な
い
の
で
、
誰
か
が
2
倍
動
か
な
い
と
い
け
な
い
と
き
は
、

自
分
が
率
先
し
て
行
動
し
ま
し
た
。
そ
う
で
す
ね
、
今
回
の
反
省
点
は
、

計
画
性
の
な
さ
で
す
。
そ
れ
は
グ
ル
ー
プ
全
体
に
つ
い
て
言
え
ま
す
が
、
全

体
の
点
数
と
し
て
は
1
0
0
点
で
す
。

K
　
良
か
っ
た
点
は
、
嫌
な
こ
と
に
も
め
げ
ず
、
闘
い
抜
け
た
こ
と
が
自

分
の
成
長
の
一
歩
に
な
っ
た
か
な
と
思
い
ま
す
。
反
省
点
は
、
完
全
に
準
備

不
足
で
す
。
原
因
は
仲
間
同
士
の
や
る
気
の
ず
れ
だ
と
思
い
ま
す
。

藏
前
さ
ん
は
通
算
4
年
間
、
毎
年
学
園
祭
に
は
参
加
し
て
い
ま
し
た
ね
。

4
年
間
を
振
り
返
っ
て
い
か
が
で
す
か
。

K
　
1
年
生
か
ら
4
年
生
ま
で
振
り
返
っ
て
ど
れ
も
違
い
ま
す
。
1
年
生

の
時
は
学
友
会
で
、
3
年
生
の
と
き
は
司
会
、
そ
し
て
4
年
生
は
出
店
と

そ
れ
ぞ
れ
違
う
立
場
で
の
参
加
で
し
た
。
学
友
会
は
大
き
な
組
織
で
す
か

ら
役
割
分
担
は
し
っ
か
り
し
な
い
と
い
け
な
い
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は

と
ら
な
い
と
い
け
な
い
、
そ
う
い
う
難
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
3

年
生
の
司
会
の
時
は
、
司
会
が
雰
囲
気
を
作
ら
な
い
と
い
け
な
い
点
が
あ

る
の
で
難
し
か
っ
た
ん
で
す
が
、
自
分
た
ち
の
力
を
信
じ
3
年
間
築
い
て
き

た
友
情
関
係
が
う
ま
く
働
い
た
と
思
い
ま
す
。

（
4
年
間
を
通
し
て
）
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
大
切
さ
を
身
に
染
み

て
体
験
し
、
自
分
自
身
も
成
長
で
き
た
と
思
う
の
で
、
社
会
人
に
な
っ
た

と
き
そ
れ
は
活
か
せ
る
と
思
い
ま
す
。
ブ
ー
ス
と
し
て
は
30
点
で
す
が
、

個
人
と
し
て
の
点
数
は
70
〜
80
点
で
す
。

そ
う
で
す
か
、
じ
ゃ
、
合
計
で
1
0
0
点
で
す
ね
。
ど
う
も
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

インタビュアー（占部）
K：藏前　幸樹
M：松下　昂弥
N：長瀬　航治

福
岡
国
際
大
学
の
学
生
に
よ
る

「
学
園
祭
」に
対
す
る

 

意
気
込
み
と
終
わ
っ
た
感
想

1
日
目

　ス
タ
ー
ト
時

2
日
目

　エ
ン
デ
ィ
ン
グ
時

学
園
祭
実
行
委
員
　
副
委
員
長
　
和
仁
屋
　
み
ず
き

（
福
岡
女
子
短
期
大
学
　
文
化
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科 

2
年
）
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学
園
祭
の
感
想
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　今回学園祭の総合司会をさせていただきました木下麗と申します。
2年間という短い学生生活を全力で楽しむこと、私の友達に楽しんで
ほしいという気持ちから司会をすることにしました。準備期間は短く
学園祭を終えるまで本当に色々なことに配慮しながら忙しくも大変充
実した日々でした。福岡国際大学においては最後の学園祭で司会が
できたこと、普段の生活では関わることができなかった人に出会えた
こと、友達に麗と直美が司会でよかったと言ってもらえたことが心に
残っています。
　準備期間は裏方の役員の方々とも関わる時間が多かったのですが、
本当に司会の自分達ばかり目立っていいのかなと思うほど皆さんに
はお世話になりました。上手に聞こえたかもしれませんがかなり親
身になって考えていただいたセリフもたくさんあります。このように
私達は本当に多くの人に支えられ今年の学園祭を誰よりも楽しむこ
とができました。
　学園祭が私にもたらしてくれたたくさんの幸せと思い出はいつま
でも忘れません。
　全力で楽しんでくれた友達、学園祭当日も就職試験の指導をして
下さったキャリア支援課の井筒さん、支えてくださった役員の方々
に感謝します。

木下　麗
　私は今回風早福国祭の総合司会を担当いたしました宇留嶋
直美と申します。司会をするにあたっての意気込みは在学生、
来客の方、といった会場にいるすべての皆様に楽しんでいただ
けるような盛り上がりとまとまりのある司会をするということ
でした。また、福岡国際大学の学園祭は今年で最後ということ
で、国際大の方々の心に楽しい思い出として残ってもらえると
いいなと願いながら務めました。
　しかし、学園祭が近づくのは思ったより早く、気づけば１週間
前で焦りと不安を抱えながら準備を始めました。バタバタして
いるうちに当日がやってきて緊張する暇もなくオープニングを
迎えました。やっと司会に慣れてきたころにはもう２日目のエ
ンディングの時間になっており自分でも驚きました。
　大勢の人の前に立ち話すことで自信がついたり、臨機応変に
対応する力を培うことができたりと、２日間でたくさん成長で
き、本当に良い経験になりました。環境を整えてくださった方
々、学園祭に参加してくださった皆様、応援してくれた友達、そ
してなにより一緒に司会をした麗に感謝の気持ちでいっぱい
です。風早福国祭で司会をできたこと、誇りに思います。ありが
とうございました。

宇留嶋　直美

福岡女子短期大学
保育学科２年

福岡女子短期大学
保育学科２年

ステージMC 学園祭にかける想いと感想

卒業生の

声Voice声Voice声

～当日は福国大と福女短の卒業生も足を運んでくれました～

　
健
康
同
好
会
と
は
会
長
と
副
会
長
が「
不
健

康
」で
あ
る
た
め
に
、今
ま
で
学
校
生
活
で
楽

し
い
思
い
出
と
い
う
も
の
が
一
切
な
く
、青
春

し
て
み
た
い
と
い
う
こ
と
で
発
足
し
た
サ
ー

ク
ル
で
あ
る
。少
し
で
も
健
康
に
な
れ
た
ら
い

い
、と
い
う
意
味
を
込
め
て「
健
康
同
好
会
」と

名
付
け
た
が
、メ
ン
バ
ー
は
引
退
し
た
私
た
ち

２
年
生
を
加
え
て
11
名
お
り
、中
に
は
健
康
な

体
の
持
ち
主
も
い
る
。

　
主
な
活
動
内
容
は
ダ
ン
ス
で
、第
16
回
風
早

福
国
祭（
学
園
祭
）で
も
ス
テ
ー
ジ
で
ダ
ン
ス

を
披
露
し
た
。私
た
ち
が
立
ち
上
げ
た
ば
か
り

の
昨
年
の
学
園
祭
は
知
名
度
の
低
さ
か
ら
ア

ウ
ェ
イ
な
状
況
に
あ
っ
た
が
、学
内
で
も
存
在

が
認
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
今
で
は
ス
テ
ー
ジ
の

下
で
一
緒
に
踊
っ
て
く
れ
る
学
生
も
い
た
。

「
休
憩
所
」と
し
て
開
放
し
て
い
た
教
室
で
は

司
書
を
目
指
す
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
読
み
聞
か

せ
や
、ス
テ
ー
ジ
に
出
す
ま
で
至
ら
な
か
っ
た

ダ
ン
ス
な
ど
を
や
り
、な
か
な
か
の
盛
況
ぶ
り

で
あ
っ
た
。

　
学
園
祭
が
終
わ
っ
た
あ
と
、会
長
で
あ
る
私

に
は
初
期
メ

ン
バ
ー
か
ら

お
礼
の
連
絡

が
絶
た
ず
、

私
た
ち
は
青

春
の
1
ペ
ー

ジ
を
刻
む
こ

と
に
成
功
し

た
。下
級
生

に
健
康
同
好

会
を
託
し
、

こ
の
思
い
出

を
大
切
に
こ

れ
か
ら
も
生

き
て
い
き
た

い
と
思
う
。

健
康
同
好
会

　
星
部
は
今
年

度
の
学
園
祭
で

も
、
た
く
さ
ん

の
方
の
ご
協
力

の
お
か
げ
で
、

よ
さ
こ
い
風
早

祭
り
を
開
催
す

る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
今
年

は
県
外
か
ら
2

つ
の
チ
ー
ム
に

お
越
し
い
た
だ
き
、よ
さ
こ
い
風
早
祭
り
を
盛

り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
、星
部
も

演
舞
を
披
露
し
ま
し
た
。あ
い
に
く
の
雨
の
中

で
の
開
催
に
な
り
ま
し
た
が
、た
く
さ
ん
の
方

に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
よ
う
で
、と
て
も
嬉

し
か
っ
た
で
す
。

星
部

　
今
年
は
、パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
経
験
の
あ
る
副
部

長
に
立
ち
居
振
る
舞
い
を
教
わ
り
、昨
年
よ
り

も
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露

す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。身
内
か

ら
感
動
し
た
と
の

言
葉
も
も
ら
い
、

嬉
し
か
っ
た
で
す
。

ま
た
、個
人
的
に
は

健
康
同
好
会
の
副

部
長
と
借
り
物
競

争
の
司
会
進
行
を

務
め
ま
し
た
。一
般

参
加
も
あ
り
、想

像
以
上
の
盛
り
上

が
り
で
、私
自
身

楽
し
か
っ
た
で
す
。

書
道
部

懐 かしい母校の学園祭、特に「子どもの遊び」

コーナーがあって嬉しかったです。と言うのは、こ

の企画は私が短大生時代、学園祭実行委員として

企画したものだからです。当時私は学園祭実行委

員として活動しました。学園祭の中では会議や提

案など苦手なことも沢山ありましたが大切な仲間

と夜遅くまで話し合い、時には喧嘩する事もありま

した。また、おばあちゃんに昔の遊びを教えて頂き

計画しました。人をまとめたり伝えたりすることが

苦手な私にとってはとても大変な事でしたが、10

年たった今保育の現場で学生時代に培った事を

糧に頑張っています。

久 しぶりの大学は懐かしかったです。いろいろな人に

出会い、大切な友達もでき、同級生や後輩、先生方や職

員の皆さんに本当に支えてもらったと思います。

私は福国大で夢をみつけて、その夢を叶えることが出来

ました。

福国大での出会いは私にとって一生の宝物です。

学 園祭懐かしかったです。私は福国大で中国語を学

び、今は福国大で学んだ中国語やコミュニケーション力

を生かし、ホテルで海外からのお客様のおもてなしをす

る仕事に就いています。

福国大で学んだことをこれからも生かしていきたいです。

16th KAZAHAYA FUKKOKU FESTIVAL



福岡国際
大学

ゼミ紹介
学生コメント
キャンパス情報

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

藤
岡
寛
己

指
導
教
員

ゼミ紹介

藤岡ゼミ

キ
ャ
ン
パ
ス
情
報

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

　4
年

　中
村

　真
綾

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

　4
年

　安
冨

　多
恵

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

　4
年

　矢
永

　奈
津
枝

釜
瀬
冨
士
雄
記
念
奨
学
金
受
給
生

平成
29年度

福
岡
国
際
大
学
奨
学
生

資
格
取
得
者
等
奨
学
金
受
給
生

平成
29年度

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

4
年

　近
藤

　允
沖

実
用
英
語
技
能
検
定

　準
1
級

4
年

　井
上

　豪
人

実
用
英
語
技
能
検
定

　2
級

4
年

　高
口

　
　維

韓
国
語
能
力
試
験

　5
級

4
年

　森
川

　も
も

韓
国
語
能
力
試
験

　5
級

4
年

　久
間

　め
ぐ
み

韓
国
語
能
力
試
験

　4
級

4
年

　坂
本

　梨
里
花

韓
国
語
能
力
試
験

　4
級

4
年

　笹
田

　美
紗
子

韓
国
語
能
力
試
験

　4
級

4
年

　篠
﨑

　友
莉
恵

韓
国
語
能
力
試
験

　4
級

4
年

　山
本

　沙
恵

韓
国
語
能
力
試
験

　4
級

　
そ
し
て
、
卒
論
完
成
。
当
ゼ
ミ
卒
業
生
は
困
難

を
モ
ノ
と
も
せ
ず
、
何
事
に
も
打
ち
克
つ
立
派
な

社
会
人
と
な
っ
た
（
は
ず
で
あ
る
）。
本
学
最
後
と

な
る
今
年
度
4
年
ゼ
ミ
生
も
同
様
で
あ
る
。

2
0
1
7
年
11
月
吉
日

　
当
ゼ
ミ
（
歴
史
・
社
会
・
政
治
を
扱
う
）
は
、

厳
し
い
こ
と
で
悪
名
高
い
、
ら
し
い
。
私
は
自
分
に

か
な
り
甘
く
、学
生
に
と
て
も
厳
し
い（
愛
の
鞭
だ
）

か
ら
、
こ
う
し
た
風
評
被
害
は
む
し
ろ
好
ま
し
い

こ
と
と
胸
を
張
っ
て
受
け
と
め
て
い
る
。
此
方
と
し

て
は
、
学
生
の
想
い
出
づ
く
り
に
協
力
し
て
い
る
く

ら
い
の
高
徳
な
教
育
の
注
ぎ
方
で
あ
る
。

　「
卒
論
提
出
」
が
入
ゼ
ミ
の
条
件
だ
。
学
生
も

そ
こ
そ
こ
覚
悟
の
上
で
入
っ
て
く
る
に
違
い
な
い
が
、

今
年
の
4
年
生
の一
人
か
ら
は
、
あ
ろ
う
こ
と
か
、

3
年
後
期
と
い
う
時
期
に
、「
怖
い
の
で
ゼ
ミ
を
変

わ
り
た
い
」
と
訴
え
ら
れ
た
。

　
こ
の
時
、
私
は
ひ
き
つっ
た
不
安
な
顔
を
微
塵
も

見
せ
ず
、
深
い
愛
情
を
も
ち
、
い
か
に
も
人
情
の

機
微
に
つ
う
じ
た
中
小
企
業
の
オ
ヤ
ジ
然
た
る
風

情
で
、「
あ
あ
、
い
い
よ
」
と
了
解
し
た
（
だ
が
、

こ
の
学
生
は
そ
の
後
、
な
ぜ
か
思
い
直
し
て
当
ゼ
ミ

に
と
ど
ま
り
、
卒
論
執
筆
に
精
を
出
し
て
い
る
。

内
心
、
ホ
ッ
と
し
た
）。

　
当
ゼ
ミ
は
、
2
年
次
に
各
自
薦
書
を
毎
月
1
冊

の
ペ
ー
ス
で
輪
読
し
、
振
り
当
て
ら
れ
た
担
当
部
分

の
概
要
と
所
見
を
書
き
、
そ
れ
に
も
と
づ
い
て
議

論
す
る
。
内
容
を
ま
と
め
る
の
が
精
一杯
で
、
談
論

風
発
・
打
々
発
止
の
議
論
に
ま
で
昇
華
す
る
回
は

ま
れ
だ
が
、
ゼ
ミ
生
は
そ
れ
な
り
に
、「
読
み
書
き

論
ず
」
を
修
得
し
た
（
と
思
い
た
い
）。

　
3
年
次
に
な
る
と
、
卒
論
に
向
け
て
走
り
出
す
。

卒
論
対
象
が
な
か
な
か
見
つ
か
ら
な
い
学
生
も
い
る

が
、
背
伸
び
せ
ず
身
近
な
デ
キ
ゴ
ト
の
な
か
に
問

題
を
探
し
設
定
し
、
論
点
を
絞
っ
て
い
く
作
業
に

思
い
の
ほ
か
時
間
を
と
ら
れ
る
よ
う
だ
。
3
年
次

の
終
わ
り
か
ら
は
就
職
活
動
と
卒
論
作
成
と
ア
ル

バ
イ
ト
が
雁
行
す
る
。
こ
こ
に
き
て
、
や
っ
と
大
学

生
ら
し
く
な
る
。
法
学
部
出
身
の
私
は
卒
業
論
文

を
書
い
て
い
な
い
が
、「
卒
論
こ
そ
大
学
時
代
の
集

大
成
だ
。
苦
し
み
に
負
け
ず
卒
論
に
向
き
合
う
こ

と
が
き
み
た
ち
の
将
来
を
決
め
る
」
な
ど
と
ご
託

を
な
ら
べ
、
叱
咤
激
励
す
る
。

FUJIOKA
    SEMINAR    SEMINAR

氏　　名
秋山　大誌
麻生嶋　亮
井上　純花
井上　豪人
上原　一二三
江熊　つばさ
大窪　由華
大山　舜平
岡部　真歩
加藤　千香子
神野　誠司
蒲生　亜紗美
川上　詩織
松本　香奈
岸　小菜美
久間　めぐみ
窪田　舞衣
藏前　幸樹
高口　維
香田　芽衣
小橋川　徳真
近藤　允沖
坂本　梨里花
笹田　美紗子
鴫山　仁美

コメント
幸せな家庭を築き、子育てと仕事を夫婦で支え合い過ごしたいです。
無駄遣いをしないお金持ちになる。
常に学ぶ姿勢であり成長し続け、自分らしく生きる。
中学校の英語教師になって、立派な家を建てる。
大学を卒業し、車の免許をとって入社する会社で自分の力で稼ぐ。
教師になり、多くの子どもたちを育成し社会に大きく貢献したい。
お金を稼いで田舎に一軒家を建て、三匹の犬と暮らす。
NBAの舞台に立つことです。GSWの未来のPGを担いたいです。
感謝の気持ちを持って人のために一生懸命になれる人になる。
高校の英語教員として、キャリアをつけたあと英会話教室を開きたい！
お金を貯めて、結婚して、子供作って、玄孫まで抱きたいです。
どんな時も、笑顔と素直な心を大切に頑張って働きたい。
学生時代以上に充実した人生を送りたい！
お金を貯め、したいことを全部したい。
笑顔がたえない家庭を築きたい。
周りの人達から頼ってもらえるような人になりたいです。
将来この4年間で学んだことを仕事で活かしていきたいと思います。
後悔しないように突っ走る。
人から信頼される立派な大人になれるように努力したいです。
働きながらも旅行やプライベートを充実できるようになりたいです。
テラアジを釣りたい。アラスカでハリバット（→世界一大きなヒラメ）を釣りたい。
中学校の英語教師になり、英語の楽しさを知ってもらいたい。
定年まで仕事を続けたいです。
ひとつでも多くのことに挑戦し、輝く人になります。
海外で結婚式をする。

氏　　名
吉丸　鈴香
篠﨑　友莉恵
篠田　譲二
柴井　美有
下玉利　麻美
杉尾　拓海
高橋　舞
田中　友里
棚原　沙紀
水流園　洋樹
長瀬　航治
中村　真綾
西田　友香
東恩納　遥
平岡　和樹
藤井　香帆
藤渡　菜生
松下　昂弥
松藤　瑠依
元村　歩実
森川　もも
安冨　多恵
矢永　奈津枝
矢野　秀樹
山本　沙恵
山本　哲也

コメント
社会では日々キャリアアップを目標に幸せな家庭を築くことです。
やりたいことを後悔なくやって、毎日幸せな生活を送ります！
健康と交通事故に気を付けて生活する。
将来の夢は親友と海外を飛び回って色々と刺激を受けたいです。
会社で野望を3つ！叶える☆めざせ安定した専業主婦！
アメリカに移住し、そこで一生を過ごす。
これから入社する会社でたくさん努力しプライベートを充実させる。
晩年、海外に家を買い、世界を旅行しながらすごしたい。
色々な国へ旅行に行きたい。
国際大学で学んだ知識や経験を生かして強く正しくやさしい大人に。
苦手な貯金をし、一度きりの人生を楽しむ。
いつも笑顔で相手のことを思いやる心を常に忘れない人になる。
自分の接客でお客様に感動を与えるような人になることが私の目標です。
海外で美少年を撮影したスナップ写真集を出したい。
仕事をしながら自身のプライベートも充実する生活の実現。
語学力を身に付け、海外で働く。
自分のしたい事を貫き通して行い将来死ぬまで幸せに暮らす事。
社会に貢献することを大前提とし、家庭を築き幸せを手に入れる。
やりたい事たくさんして後悔しないように！私らしく頑張る！
今までお世話になった人達に恩を返せる人になりたい。
充実した生活を送りたい。
接客を通してお客様を幸せにすることです。
一度きりの人生、何事も全力で楽しむ。
しっかり働いて稼いだお金で大型バイクを購入、そして日本を制す！
将来は、ホテルマンとして多くの人と楽しく接したいと思います。
選手のコンディショニングやフィジカル面をサポートできるATに。

学生コメント

将来の夢
＆
目標
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音
楽
科
で
は
、
本
年
度
よ
り
、
福

岡
の
中
心
地
、
天
神
に
あ
る
「
ア
ク
ロ

ス
福
岡
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
」
で
の
演

奏
会
を
始
め
ま
し
た
。
平
日
の
開
催
に

も
関
わ
ら
ず
、
保
護
者
の
皆
さ
ま
を

は
じ
め
多
く
の
方
々
に
お
越
し
い
た
だ

き
、
温
か
い
拍
手
の
中
、
演
奏
会
を

無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

学
生
は
本
番
に
向
け
て
練
習
し
て
き
た

成
果
を
十
分
に
発
揮
し
、
堂
々
と
し
た

演
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。
内
容
は
2

部
構
成
で
、
第
1
部
は
、
2
年
生
と

専
攻
科
の
学
生
全
員
が
ソ
ロ
の
演
奏
で

出
演
す
る
マ
ラ
ソ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
、
第
2

部
は
定
期
演
奏
会
と
し
て
、
合
唱
、

ト
ー
ン
チ
ャ
イ
ム
、
ソ
ロ
の
演
奏
を
行
い

ま
し
た
。
合
唱
で
は
、
若
さ
溢
れ
る
美

し
いハ
ー
モ
ニ
ー
を
会
場
いっ
ぱ
い
に
響
か

せ
、
ト
ー
ン
チ
ャ
イ
ム
で
は
、
心
癒
さ

れ
る
柔
ら
か
い
響
き
で
会
場
を
温
か
く

包
み
込
む
演
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
初
め
て
と
い
う
こ
と
で
、
手

探
り
状
態
で
始
め
た
企
画
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
準
備
の
段
階
か
ら
、
職
員
や

同
窓
会
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
と
す
る
多

く
の
方
々
に
ご
協
力
、
ご
支
援
を
頂
き
、

コ
ン
サ
ー
ト
を
無
事
に
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
心
よ
り
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　
学
生
に
は
本
格
的
な
ホ
ー
ル
で
演
奏

し
た
経
験
を
自
信
と
し
、
今
後
の
音

楽
人
生
に
生
か
し
て
欲
し
い
と
願
って
い

ま
す
。
今
後
、
内
容
の
充
実
を
図
り

な
が
ら
歴
史
を
重
ね
、
常
に
成
長
し

続
け
る
コ
ン
サ
ー
ト
に
し
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　
平
成
29
年
4
月
に
、
附
属
野
方

幼
稚
園
内
に
福
岡
女
子
短
期
大
学

の
サ
テ
ラ
イ
ト
教
室
が
設
置
さ
れ
ま

し
た
。
6
月
1
日
（
木
）
に
は
、

サ
テ
ラ
イ
ト
教
室
で
開
所
式
が
挙

行
さ
れ
ま
し
た
。
野
澤
九
州
学
園

理
事
長
、
中
川
福
岡
女
子
短
期
大

学
長
、
宇
賀
田
附
属
野
方
幼
稚
園

長
を
は
じ
め
、
た
く
さ
ん
の
関
係

者
の
方
々
に
ご
参
集
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
中
で
、
中
川
学
長
に
は

今
後
の
サ
テ
ラ
イ
ト
教
室
の
在
り
方

や
、
そ
の
方
向
性
に
つ
い
て
の
講
演

を
頂
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
、
実
習
、
観
察
、
保

育
体
験
な
ど
で
保
育
学
科
の
学
生

が
附
属
野
方
幼
稚
園
を
訪
れ
る
機

会
が
増
え
た
り
、
附
属
野
方
幼
稚

園
の
先
生
方
が
短
大
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
の
応
援
に
来
て
い
た
だ
い
た
り
、

交
流
の
輪
が
広
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
福
岡
女
子
短
期

大
学
音
楽
科
卒
業
生
4
名
に
よ
る

音
楽
コ
ン
サ
ー
ト
を
野
方
幼
稚
園
で

開
催
す
る
企
画
や
、
サ
テ
ラ
イ
ト

教
室
で
の
公
開
講
座
の
企
画
な
ど

も
進
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
公
開
講
座
の
第

1
回
目
は
、
中
川
学

長
の
「
子
ど
も
の
世

界
の
理
解
と
子
育
て

に
つ
い
て
―
特
別
支
援

教
育
の
経
験
か
ら
―
」

で
す
。

　
今
後
は
、
今
ま
で

以
上
に
サ
テ
ラ
イ
ト

教
室
の
活
動
が
活
発

に
な
り
、
そ
の
活
動

が
園
児
、
学
生
、
地

域
の
方
々
、
教
職
員

に
と
っ
て
刺
激
的
な
も

の
に
な
っ
て
い
け
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。

　学科名称の変更は、新しい福岡女子短期大学の歩みを開始する意味を込めて、時代や社会
の変化、高校生のニーズの変化等を踏まえて行いました。教育内容や指導方法に新しい視点を
加えて、高校生に対して魅力ある学科教育、本学教育を訴えていくことにしています。
　本学は、学生食堂に大学としては初めて「タニタ」食を導入し、いち早く「健康と食」に関
する重要性を訴えてきました。この点も踏まえ「食物栄養科」から、健康を大切にする栄養士の
育成、基本的な調理技術を身につけた実践的な栄養士の育成を目指すことを重視した学科とし
て「健康栄養学科」と名称変更を行いました。また、「健康管理士」資格取得の導入を申請し
ました。
　「文化コミュニケーション学科」は、その名称から何を学ぶ学科であるか高校生や高校の先生
方から分かりづらいとの指摘を受けることがありました。検討を加え、教養教育を重視する学科
であることを明確にする視点から「文化教養学科」と名称変更を行いました。次年度から日本
文化・伝統を学ぶ科目を導入し、高校生に本学科の魅力を今まで以上にアピールします。
　「保育学科」は、子どもとかかわり、子どもの成長を指導・支援する専門性を身につけるとい
う視点を重視して、「子ども学科」と名称変更を行いました。附属野方幼稚園内に「サテライト
教室」を開設し、同教室で学生の体験学習を企画し、子どもとのふれあいを通した実践的な学
習に取り組みはじめ、「こども音楽療育士」資格取得に関する申請も行いました。子どもを深く理
解し、子どもの成長を指導・支援する実践力の育成を目指すようにします。
　新しい歩みを始める福岡女子短期大学にこれまで以上のご理解とご支援をお願いいたします。

「食物栄養科」は「健康栄養学科」、
「文化コミュニケーション学科」は「文化教養学科」、
「保育学科」は「子ども学科」

本学は平成30年4月から

へと名称変更を行います。

健康栄養学科

食物栄養科

音楽科 文化教養学科

文化コミュニケーション学科

子ども学科

保育学科

●
公
開
講
座

●
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
家
庭
菜
園

中
元
　
博
明
　
講
師（
保
育
学
科
）

〈
前
期
〉4
月
26
日（
水
）〜
7
月
19
日（
水
）

毎
週
水
曜
日
　
全
12
回

〈
後
期
〉9
月
27
日（
水
）〜
1
月
24
日（
水
）

第
2
・
4
水
曜
日
　
全
8
回
　
学
内
圃
場

●
は
じ
め
て
の
家
庭
菜
園

中
元
　
博
明
　
講
師（
保
育
学
科
）

〈
前
期
〉5
月
10
日（
水
）〜
7
月
26
日（
水
）

毎
週
水
曜
日
　
全
12
回

〈
後
期
〉9
月
27
日（
水
）〜
1
月
24
日（
水
）

第
2
・
4
水
曜
日
　
全
8
回
　
学
内
圃
場

●
そ
だ
て
て
食
べ
よ
う

中
元
　
博
明
　
講
師（
保
育
学
科
）

6
月
3
日（
土
）・
11
月
4
日（
土
）

保
育
実
習
室
お
よ
び
学
内
圃
場

●
風
早
コ
ン
サ
ー
ト

音
楽
科
在
学
生

6
月
11
日（
日
）　
太
宰
府
市
文
化
ふ
れ
あ
い
館

●
伊
能
忠
敬
が
歩
い
た
太
宰
府

野
澤
　
秀
樹
　
理
事
長

（
前
編
）6
月
22
日（
木
）　
1
2
1
教
室

（
後
編
）10
月
17
日（
火
）

西
鉄
朝
倉
街
道
駅
〜
旧
日
田
街
道
〜
西
鉄
二
日
市
駅

●
管
理
栄
養
士
国
家
試
験
対
策
講
座

食
物
栄
養
科
教
員
お
よ
び
外
部
講
師

8
月
27
日（
日
）・
9
月
24
日（
日
）・
10
月
7
日（
土
）・
10
月
21

日（
土
）・
11
月
5
日（
日
）・
11
月
19
日（
日
）・
12
月
17
日（
日
）・

1
月
20
日（
土
）　
1
2
3
教
室

●
み
ん
な
で
遊
ぼ
う（
ク
リ
ス
マ
ス
会
）

松
尾
　
裕
美
　
講
師（
保
育
学
科
）

12
月
2
日（
土
）　
保
育
実
習
室

●
知
的
書
評
合
戦

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
〜
福
岡
女
子
短
期
大
学
の
陣
〜

赤
峰
　
稔
朗
　
氏（
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
普
及
委
員
会
九
州
地
区
代
表
）

1
月
20
日（
土
）　
本
学
　
１
３
５
教
室

●
き
ゅ
ー
は
く
カ
フ
ェ
コ
ン
サ
ー
ト

音
楽
科
在
学
生
・
卒
業
生

金
曜
日（
不
定
期
）　
九
州
国
立
博
物
館
1
階

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ

●
市
民
短
大

●
ク
リ
エ
ー
タ
ー
気
分
で
モ
ノ
作
り
に
挑
戦
！

秋
好
　
晴
彦
　
教
授

6
月
13
日（
火
）、6
月
27
日（
火
）、7
月
11
日（
火
）

●
和
綴
じ
で
作
る
マ
イ
ブ
ッ
ク
講
座

倉
本
　
優
子
　
准
教
授

6
月
7
日（
水
）、6
月
14
日（
水
）、6
月
21
日（
水
）、6
月
28
日（
水
）

●
は
じ
め
て
の
パ
ン
づ
く
り
♪

野
村
　
幸
子
　
講
師

6
月
30
日（
金
）、7
月
20
日（
木
）、7
月
27
日（
木
）

●
大
人
の
音
楽
講
座

木
下
　
圭
子
　
教
授
、 

安
村
　
真
紀
　
講
師

7
月
5
日（
水
）

吉
田
　
あ
か
ね
　
講
師

7
月
12
日（
水
）

鶴
田
　
智
子
　
教
授
、 

桑
原
　
哲
章
　
准
教
授
　

7
月
18
日（
火
）

●
チ
ェッ
ク
し
て
ま
す
か
？
自
分
の
か
ら
だ
！！

宮
嶋
　
郁
恵
　
准
教
授

11
月
2
日（
木
）、11
月
9
日（
木
）、12
月
7
日（
木
）

●
わ
が
街
、太
宰
府
歴
史
講
座

味
酒
　
安
則
　
氏（
太
宰
府
天
満
宮
禰
宜
、学
芸
員
）

11
月
6
日（
月
）、11
月
13
日（
月
）、11
月
27
日（
月
）、12
月
4
日（
月
）

●
大
人
の
音
楽
講
座

木
下
　
圭
子
　
教
授
、 

安
村
　
真
紀
　
講
師

12
月
13
日（
水
）

鶴
田
　
智
子
　
教
授
、 
桑
原
　
哲
章
　
准
教
授

1
月
17
日（
水
）

井
上
　
幸
一
　
准
教
授
、 
吉
田
　
あ
か
ね
　
講
師

1
月
24
日（
水
）

サ
ー
ク
ル
活
動

●
学
友
会
執
行
部

●
学
生
間
交
流
ド
ッ
ヂ
ビ
ー
大
会

福
岡
県
太
宰
府
市
　
7
月
2
日（
日
）

●
て
ん
じ
ん
n
o
w（
T
N
C
テ
レ
ビ
西
日
本
）

福
岡
県
福
岡
市
　
9
月
23
日（
土
）

●
学
園
祭
Ｐ
Ｒ
活
動（
チ
ラ
シ
配
り
）

福
岡
県
福
岡
市
　
10
月
22
日（
日
）

●
キ
ャ
ン
パ
ス
フ
ェ
ス
タ
2
0
1
7

福
岡
県
太
宰
府
市
　
12
月
16
日（
土
）

●
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

●
福
岡
地
区
六
大
学
定
期
戦

福
岡
県
太
宰
府
市
　
12
月
10
日（
日
）

●
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

●
平
成
29
年
度

九
州
学
生
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
春
季
大
会（
女
子
二
部
）優
勝

福
岡
県
福
岡
市
　
4
月
29
日（
土
）〜
5
月
3
日（
水
）

●
平
成
29
年
度

九
州
学
生
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
秋
季
大
会（
女
子
一
部
）2
位

宮
崎
県
綾
町
　
8
月
26
日（
土
）〜
30
日（
水
）

●
平
成
29
年
度

全
日
本
学
生
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

石
川
県
金
沢
市
　
11
月
2
日（
木
）〜
5
日（
日
）

●
星
部

●
太
宰
府
門
前
真
舞
祭

福
岡
県
太
宰
府
市
　
4
月
16
日（
日
）

●
ふ
く
こ
い
祭
り 

i
n 

う
み
な
か

福
岡
県
福
岡
市
　
5
月
7
日（
日
）

●
福
女
短
フ
ェ
ス
タ
2
0
1
7

福
岡
県
福
岡
市
　
5
月
27
日（
土
）

●
嵐
舞
・
緋
縅
連
合
同
練
習

佐
賀
県
佐
賀
市
　
6
月
25
日（
日
）

●
さ
の
よ
い
フ
ァ
イ
ヤ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル

熊
本
県
荒
尾
市
　
7
月
16
日（
日
）

●
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
さ
せ
ぼ
祭
り

長
崎
県
佐
世
保
市
　
10
月
21
日（
土
）〜
22
日（
日
）

●
弓
道
同
好
会

●
福
岡
県
大
学
弓
道
選
手
権
大
会

福
岡
県
福
岡
市
　
6
月
4
日（
日
）

キ
ャ
ン
パ
ス
情
報

福岡女子
短期大学

キャンパス情報

・学科名称の変更について
・アクロス福岡コンサート
・サテライト教室

学科名称の変更について
－新しい福岡女子短期大学を目指して－

ア
ク
ロ
ス
福
岡

　コ
ン
サ
ー
ト

音
楽
科

サ
テ
ラ
イ
ト
教
室

サ
テ
ラ
イ
ト
教
室

　
　

室
長

　尾
花

　雄
路

サ
テ
ラ
イ
ト
教
室

サ
テ
ラ
イ
ト
教
室

サ
テ
ラ
イ
ト
教
室

サ
テ
ラ
イ
ト
教
室

サ
テ
ラ
イ
ト
教
室

　
　

サ
テ
ラ
イ
ト
教
室

　
　

サ
テ
ラ
イ
ト
教
室

　
　

サ
テ
ラ
イ
ト
教
室

　
　

尾
花

　雄
路

サ
テ
ラ
イ
ト
教
室

　
　

サ
テ
ラ
イ
ト
教
室

　
　

尾
花

　雄
路

サ
テ
ラ
イ
ト
教
室

　
　

尾
花

　雄
路

尾
花

　雄
路

尾
花

　雄
路

サ
テ
ラ
イ
ト
教
室

サ
テ
ラ
イ
ト
教
室

サ
テ
ラ
イ
ト
教
室

尾
花

　雄
路
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食
物
栄
養
科
の

学
生
は
食
の
プ
ロ

フ
ェッ
シ
ョ
ナ
ル
を
目

指
す
た
め
に
、
勉
学

と
研
修
に
日
々
努
め

て
い
ま
す
。
2
号
館

の
実
習
、
実
験
棟
に
行
く
と
、「
お

は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
朝
か
ら
元

気
な
声
が
響
き
渡
り
ま
す
。「
今
日

の
調
理
実
習
は
何
を
作
る
の
？
」
と

尋
ね
る
と
、「
今
日
は
中
華
で
す
」

と
ニ
コ
ニ
コ
顔
で
答
え
て
く
れ
ま
す
。

ま
た
、
調
理
実
習
室
を
覗
く
と
、
一

生
懸
命
に
調
理
を
す
る
姿
が
微
笑

ま
し
く
、「
調
理
を
経
験
す
る
こ
と

が
楽
し
い
」「
食
事
を
す
る
こ
と
が

更
に
楽
し
く
な
っ
た
」
と
話
し
て
く

れ
ま
す
。

　
学
外
講
義
の一
環
と
し
て
、
1
年

生
は
9
月
に
山
口
、
萩
の
特
別
学

科
研
修
で
ふ
ぐ
の
調
理
を
通
し
て
、

貴
重
な
経
験
と
友
人
と
の
親
睦
を

深
め
る
こ
と
で
、 〝
食
物
〞 

に
対
す

る
好
き
と
い
う
気
持
ち
を
更
に
高

め
、
2
年
生
は
6
月
の
事
業
所
実

習
か
ら
始
ま
り
、
8
月
の
病
院
実

習
や
栄
養
教
育
実
習
な
ど
の
実
習

先
訪
問
を
通
し
て
、
社
会
に
出
て

通
用
す
る 

〝
栄
養
士
〞 

と
し
て
の
力

を
蓄
え
ま
す
。
実
習
先
か
ら
帰
っ
て

く
る
学
生
の
満
足
げ
な
顔
を
見
る

と
、
ま
た
一
段
と
成
長
し
た
姿
を
感

じ
ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
学
内
で
の
講
義
や
学

校
行
事
も
あ
り
、
忙
し
い
毎
日
を
過

ご
す
学
生
で
す
が
、
皆
で
助
け
合
い

笑
顔
を
忘
れ
ず
努
力
を
す
る
姿
が
印

象
的
で 〝
未
来
の
栄
養
士
さ
ん
〞 

と
し

て
着
実
に
成
長
し
て
い
く
姿
に
、
卒
業

後
の
活
躍
に
期
待
が
高
ま
り
ま
す
。

食
物
栄
養
科
　
学
科
長福

嶋
　
伸
子

　
本
学
科
は
今
年
度
も
1
年
生
の
学

科
特
別
研
修
を
8
月
26
日
・
27
日
に

行
い
ま
し
た
。
研
修
先
は
熊
本
市
で
、

2
0
1
6
年
に
起
こ
っ
た
熊
本
地
震

に
際
し
て
図
書
館
な
ど
の
生
涯
学
習

施
設
が
ど
の
よ
う
に
行
動
し
た
か
に
つ

い
て
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
ま
し
た
。

学
生
に
と
っ
て
、
災
害
に
ど
う
向
き

合
う
か
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
る

と
共
に
、
泊
ま
り
が
け
で
行
う
研
修

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
日
頃
と
違
っ
た
学

生
同
士
や
教
員
と
の
交
流
が
で
き
た

こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
教
育
実
習
お
よ
び
図
書
館

実
習
に
参
加
し
た
学
生
は
実
習
が
終

わ
っ
て
、
よ
り
成
長
し
、
し
っ
か
り
し

た
姿
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
学
生

の
成
長
し
た
姿
を
見
る
こ
と
は
、
教

員
に
と
って
大
き
な
喜
び
で
す
。

　
さ
て
、
文
化
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
学

科
は
、
平
成
30
年
度
か
ら
文
化
教
養

学
科
と
名
称
を
変
え
て
新
た
に
ス

タ
ー
ト
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

文
化
教
養
学
科
は
、
長
い
伝
統
を
持

つ
司
書
養
成
教
育
、
中
学
校
の
教
員

養
成
教
育
や
、
こ
の
数
年
カ
リ
キ
ュラ

ム
の
改
革
を
通
し
て
加
え
て
き
た
科

目
群
に
加
え
て
、
日
本
の
伝
統
文
化

と
し
て
の
茶
道
・
華
道
の
科
目
、
日

本
の
食
文
化
や
衣
服
の
文
化
を
学
ぶ

科
目
、
ま
た
近
隣
地
域
に
お
け
る

様
々
な
女
性
の
活
躍
を
知
り
、
女
性

と
し
て
の
生
き
方
を
考
え
る
科
目
を

新
た
に
開
設
し
、
学
生
の
皆
さ
ん
に

女
性
と
し
て
の
幅
広
い
教
養
と
職
業

の
た
め
の
力
を
身
に
つ
け
て
貰
お
う
と

思
い
ま
す
。

　
学
生
が
よ
り
良
く
成
長
し
、
良
き

社
会
人
、
職
業
人
と
な
れ
る
よ
う
、

文
化
教
養
学
科
と
し
て
教
育
内
容
の

改
善
を
常
に
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

文
化
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
学
科
　
　
　

学
科
長
　
山
下
　
和
弘

　
音
楽
科
で
は
、
11
月
24

日
に
、
学
修
成
果
発
表
の

新
し
い
企
画
と
し
て
、
学

生
全
員
が
出
演
す
る
「
ア

ク
ロ
ス
福
岡
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

ホ
ー
ル
」
で
演
奏
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
九
州
国
立

博
物
館
の
依
頼
で
開
館
当

初
に
始
ま
っ
た
「
き
ゅ
ー
は
く
カ
フェ

コ
ン
サ
ー
ト
」
は
、
今
年
も
定
期
的

に
行
わ
れ
、
地
域
に
愛
さ
れ
る
コ
ン

サ
ー
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。
他
に
も

福
女
短
フェス
タ
や
風
早
コ
ン
サ
ー
ト
、

外
部
か
ら
の
演
奏
依
頼
や
施
設
への

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
を
と
お
し
、

学
生
達
は
実
践
の
中
で
、
着
実
に

力
を
伸
ば
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の一環
と
し

て
、
ピ
ア
ノ
の
公
開
レッ
ス
ン
や
音
楽

療
法
講
座
が
行
わ
れ
、
終
了
後
は
、

卒
業
生
と
在
校
生
の
親
睦
を
図
る

機
会
に
も
な
って
い
ま
す
。
卒
業
生

会
が
主
催
す
る
演
奏
会
で
は
、
今

年
も
「
あ
い
れ
ふ
ホ
ー
ル
」
で
素
晴

ら
し
い
演
奏
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

近
年
は
教
員
を
目
指
す
学
生
が
増

え
て
お
り
、
毎
年
、
数
名
の
学
生

が
講
師
と
し
て
採
用
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
本
年
度
は
教
員
採
用
試
験
に

3
名
の
卒
業
生
が
合
格
し
た
と
い
う

嬉
し
い
報
告
も
入
って
い
ま
す
。

　
2
月
、
3
月
は
各
コ
ー
ス
の
集
大

成
と
し
て
の
演
奏
会
が
控
え
て
お
り

ま
す
。
本
学
を
巣
立
つ
学
生
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
道
で
しっ
か
り
歩
ん
で
い

け
る
よ
う
、
教
員
一同
力
を
合
わ
せ
、

最
後
ま
で一人一人
に
丁
寧
な
指
導
を

行
って
い
き
た
い
と
思
って
お
り
ま
す
。

音
楽
科
　
学
科
長
　
鶴
田
　
智
子

　
保
育
学
科
は
15
年
目
を

迎
え
、
卒
業
生
が
各
地
の

園
で
保
育
者
と
し
て
頑

張
っ
て
い
る
姿
も
多
く
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
実

習
生
が
先
輩
を
頼
る
光
景

も
目
に
し
ま
す
。

　
保
育
学
科
で
は
エ
リ
ア
担
当
制

を
と
って
お
り
、
学
科
教
員
は
担
当

エ
リ
ア
の
学
生
の
実
習
訪
問
指
導
か

ら
就
職
ま
で
、
2
年
間
に
亘
り
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
学
生
に
と
っ

て
一
番
の
ハ
ー
ド
ル
は
何
と
言
っ
て
も

5
回
の
実
習
で
す
。
幼
稚
園
・
保

育
園
の
実
習
で
は
基
本
的
に
一
人
一

園
と
し
、
専
任
教
員
は
担
当
エ
リ

ア
の
園
を
必
ず
訪
問
し
指
導
し
て
い

ま
す
。
1
年
生
後
期
の
授
業
が
終

了
し
て
初
め
て
の
保
育
実
習
で
は
不

安
を
い
っ
ぱ
い
に
抱
え
て
い
る
の
で

し
ょ
う
、
我
々
教
員
の
顔
を
見
る
と

さ
す
が
に
安
心
す
る
様
子
で
、
訪

問
に
来
る
の
を
心
待
ち
に
し
て
い
る

よ
う
で
す
。
こ
の
エ
リ
ア
制
も
段
々

と
定
着
し
、
同
じ
園
を
何
回
も
訪

問
す
る
事
で
、
園
長
先
生
や
主
任

の
先
生
と
も
顔
見
知
り
と
な
り
、

少
し
ず
つ
信
頼
関
係
も
生
ま
れ
て

き
ま
し
た
。
お
か
げ
で
「
福
女
短

か
ら
は
必
ず
採
用
し
た
い
」
と
い
う

求
人
の
お
話
や
、
観
察
実
習
を
快

く
引
き
受
け
て
く
れ
る
園
も
増
え
、

色
々
な
面
で
協
力
も
得
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
喜
ば
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　
次
年
度
か
ら
は
学
科
名
も
新
し

く
「
子
ど
も
学
科
」
と
な
り
ま
す
。

ま
た 〝
こ
ど
も
音
楽
療
育
士
〞 

の
新

し
い
資
格
な
ど
、
学
生
の
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
に
も
充
実
を
図
り
、
元
気
な

「
子
ど
も
学
科
」
と
し
て
頑
張
っ
て

い
き
ま
す
。

保
育
学
科
　
学
科
長
　
秋
好
　
晴
彦

H30.2.12

H30.2.22

H30.2.27

H30.3.8

開催日 名　称 場　所

管打楽器演奏会
　
リラクゼーション・ミュージック
コンサート
　
音楽専攻科修了演奏会
　
第47回卒業演奏会

カワイ ルーチェ

アクロス福岡
円形ホール
九州キリスト教
会館

FFGホール

今後のコンサート情報

キ
ャ
ン
パ
ス
情
報

食
物
栄
養
科

2
年

 
與
那
嶺

　有
加

2
年

 
若
藤

　遥

音
楽
科

2
年

 
加
納

　み
ち
る

文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

2
年

 
辻
野

　麻
帆

保
育
学
科

2
年

 
今
福

　夏
希

2
年

 
山
口

　茜

2
年

 
宇
留
嶋

　直
美

2
年

 
折
居

　な
み

2
年

 
近
藤

　み
ず
ほ

音
楽
科
2
年

 
墨
田

　早
菜
恵

ヤ
マ
ハ
ピ
ア
ノ
演
奏

　指
導
グ
レ
ー
ド

　5
級

文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

2
年

 
戸
村

　文
香

日
本
漢
字
能
力
検
定

　2
級

文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

2
年

 
瀬
戸

　彩
美

日
商
P
C
検
定
試
験

（
デ
ー
タ
活
用
） 

3
級

文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

2
年

 
伊
藤

　江
美

秘
書
技
能
検
定

　2
級

文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

2
年

 
辻
野

　麻
帆

日
商
P
C
検
定
試
験

（
デ
ー
タ
活
用
） 

3
級

食
物
栄
養
科

　2
年

　馬
﨑

　有
実

音
楽
科

　2
年

　栃
原

　湖
幸

文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

　2
年

　内
田

　み
ゆ

保
育
学
科

　2
年

　山
本

　菜
月

福
岡
女
子
短
期
大
学
奨
学
生

釜
瀬
冨
士
雄
記
念
奨
学
金
受
給
生

平
成
29
年
度

開
学
50
周
年
記
念
奨
学
生

平
成
29
年
度

資
格
取
得
者
等
奨
学
金
受
給
生

平
成
29
年
度

※
順
不
同

　氏
名
の
公
表
を
希
望
さ
れ
な
い
方
を
除
く

【
百
万
円
以
上
】

福
岡
女
子
短
期
大
学
後
援
会

　様

【
十
万
円
以
上
】

河
合
楽
器
製
作
所
九
州
支
店

　様

株
式
会
社
ア
イ
グ
ラ
ン

　
　
　様

【
五
万
円
以
上
】

深
川

　富
美
子

　様以
上

　３
団
体
・
25
名

寄
付
金
の
お
礼

【
一
万
円
以
上
】

西

　淳
子

　
　
　様

安
河
内

　寛

　
　様

安
部

　絵
里
子

　様

松
尾

　裕
美

　
　様

森

　
　啓
一
郎

　様

水
野

　優
花

　
　様

井
上

　美
和

　
　様

堀
川

　
　誠

　
　様

【
三
千
円
以
上
】

白
水

　眞
佐
子

　様

森

　
　睦
子

　
　様

渡
辺

　栄
子

　
　様

矢
動
丸

　成
子

　様

諌
山

　登
美

　
　様

上
田

　は
る
子

　様

川
崎

　美
和
子

　様

木
塚

　治
子

　
　様

吉
田

　光
子

　
　様

興
那
嶺

　政
秀

　様

仲
里

　
　修

　
　様

穂
坂

　光
洋

　
　様

湯
浅

　み
ゆ
き

　様

花
園

　秀
明

　
　様

衛
藤

　ま
り

　
　様

匿
名
１
名

　
　
　様

福岡女子短期大学応援基金
学生の教育環境を整備します

2016年に開学50周年を迎えました。
「次の50年」に向けて新たな歩みをはじめ、
教育体制を充実させ、教育環境・施設設備
の充実を図ります。
皆様のご理解と、ご支援を賜りますようお願い
申し上げます。

[募金に関するお問い合わせ先]
福岡女子短期大学　会計課
電話：092-922-2392　FAX：092-922-6453

福岡女子
短期大学

・食物栄養科
・音楽科
・文化コミュニケーション学科
・保育学科

学科だより

キャンパス情報

食物栄養科
（新 健康栄養学科）（新 文化教養学科）

（新 子ども学科）

文化コミュニケーション学科

音 楽 科保 育 学 科



入園式

芋掘り遠足

第42回運動会

対面式 プール開き

お泊り保育

ハロウィン（Halloween）

生活発表会

4月13日第42回入園式が行われました。園庭の
桜が満開でチューリップの花もきれいに咲き揃
う中、かわいい新入園児たちが元気に登園して
くれました。

4月19日対面式を行い、全園児が顔合わせをし
ました。優しいお兄さんお姉さんたちから歌を
うたってもらったりパネルシアターを見たりす
るうちに、みんな笑顔になりました。

6月16日、晴天の下「プール開き」が行われまし
た。今日のプール遊びを心待ちにしていた子ど
もたちは、水の中に入ると「ワ～！」と歓声を上
げて大喜び！

12月3日生活発表会を行いました。おうちの
方々に見ていただくのをとても楽しみにしてい
た子どもたち。みんな張り切って、一生懸命に劇
や遊戯を披露してくれました。

7月20日、年長組が楽しみにしていたお泊り保
育でした。スイカ割りや夕食のカレーライスの
後は、忍者認定試験、夜はキャンプファイヤーや
盆踊り、花火、そしてお泊りしました。

10月19日、みんなが楽しみにしていた芋掘り遠足
に行きました。「大きいお芋掘るぞ～！」と張り切っ
て掘り始めた子どもたち。土の中からお芋が見え
てくると、「あった！」と目を輝かせていました。

ハロウィンにちなみ、英語教育の中でハロウィ
ンごっこを行いました。年長組の子どもたちが
魔女やおばけなど思い思いに仮装して、「Trick 
or Treat!」と言いながら園内をまわりました。

福岡女子短期大学附属
野方幼稚園ホームページ

http://nokatayouchien.main.jp

10月7日第42回運動会を開催しました。今日の日
を楽しみに、張り切って練習してきた子どもたち！
たくさんの拍手をもらった子どもたちは、充実感あ
ふれる笑顔でいっぱい！とても逞しく見えました。

　学生相談室では専任カウンセラーが学生の相
談、心理的サポートなどを担当しています。また、
リラックスルーム・ゴリラという部屋が併設され
ており、学生は自由に過ごしています。
　私は、東北の震災を受けた地域の小学校にカ
ウンセラーとして派遣されています。2011年か

ら毎年冬に1週間ほど滞在し、今年で7年目になりました。夕方ま
で小学校に勤務し、ホテルに帰ると少し歩いて復興屋台村によく
行っていました。屋台村は被災した飲食店などが集まったプレハ
ブの仮店舗で、2011年冬に開設され、2017年に残念ながら閉
鎖されました。
　行きつけのバーには、地元の若者や漁師、復興関係で遠方か
ら来ている人など様々な人々が集まってきます。ある人は、復興
のために潜水工としてこの町にやってきて、そこで出会った地元
の女性と結婚しました。この人は、一時はこのバーのマスターも
任されていました。また、若い男性は東北地方の雪深い地域か
ら冬の間だけ出稼ぎに来ている、とのことでした。生まれたばか
りのお子さんと奥さんに会えないのが辛い、と言っていたのをよ
く覚えています。
　1年間にひと時だけの短い時間ですが、その中で人や町が少
しずつ留まりなく変わっていくことを実感します。「バー」の意味は、
渡り鳥がひと時羽根を休める止り木、と聞いたことがあります。
学生たちもやはり少しずつ留まりなく変わっていきますが、相談
室やリラックスルームが「ひと時羽根を休める止り木」になれば
幸いに思います。

学生相談室　臨床心理士学生相談室より 木村  太一

●場　　所　１号館１階（保健室横）
●電　　話　092-922-3374（直通）
●相談時間　10:00～17:30（月～金）

学生相談室（リラックスルーム・ゴリラ）ゴリラ）

風早会ホームページ
http://www.kazahayakai.net

西鉄グランドホテルでの総会

松崎加奈さん
「リンパケアで美しくなろう！」

土内華誉子さん
「カップケーキタワーをつくろう」

卒業生交流会「30歳の実り」には
保育学科の卒業生がたくさん集
まりました

　短大の同窓会である風早
会は、卒業生約28,000名か
らなる組織です。
　毎年開催する総会と懇親
会は、西鉄グランドホテルで
開催、多くの卒業生と先生
方においでいただきました。なかでも、
短大開学五十周年を記念して作成さ
れた映像に残る先生方、なつかしい
風景に感激されていました。
　また、今年度からは卒業生交流会
「30歳の実り」を実施、若い世代の卒
業生が50名近く集まってくれました。
　さらに、風早会主催講座を復活、
卒業生による女性向けの講座、お子
様でも参加できる講座を用意し、卒
業生、一般の方々にも参加していた
だきました。
　今後は、ホームページを充実し、卒
業生の情報と母校の様子が伝えら
れるものにいたします。
　風早会は卒業生と母校をつなぐ
架け橋になるよう努めていきたいと
考えています。

風早会だより風早会だより

　
本
園
は
、
昭
和
51
年
に
創
立
さ
れ
創
立
者
の
理
念

で
あ
る
強
く
、
正
し
く
、
優
し
く
の
建
学
精
神
を
守

り
、今
日
ま
で
、幼
児
教
育
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

し
た
。

　
学
校
法
人
　
九
州
学
園
　
福
岡
女
子
短
期
大
学
に

は
、健
康
栄
養
学
科
、音
楽
科
、文
化
教
養
学
科
、子
ど

も
学
科
の
四
つ
の
学
科
が
あ
り
、
各
専
門
分
野
と
連

携
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。ま
た
昨
年
６
月
に
、
サ
テ
ラ

イ
ト
教
室
が
オ
ー
プ
ン
し
、
本
学
学
生
も
、
本
園
の
子

ど
も
と
の
実
習
実
践
の
場
と
し
て
学
ん
で
お
り
ま
す
。

　
子
ど
も
達
が
毎
日
の
び
の
び
と
、好
奇
心
旺
盛
に
遊

び
、
自
分
で
考
え
な
が
ら
、
だ
ん
だ
ん
出
来
る
こ
と
が

増
え
る
こ
と
に
伴
い
、
他
人
へ
の
思
い
や
り
、
感
謝
の

心
が
育
ま
れ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
教
育
は
夢
を
語
る
こ
と
で
あ
る
と
言
わ
れ
ま
す
。こ

れ
か
ら
の
多
様
な
社
会
で
生
き
て
い
く
た
め
に
も
毎

日
の
生
活
の
中
で
、
園
芸
活
動
、
体
育
活
動
、
音
楽
遊

び
、
英
語
教
育
、
さ
ら
に
E
C
C
イ
ギ
リ
ス
教
師
に
よ

る
英
語
あ
そ
び
等
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の

豊
か
な
体
験
を
通
じ
、子
ど
も
一
人
ひ
と
り
が
も
つ
可

能
性
、素
地
を
大
切
に
し
、素
晴
ら
し
い
環
境
の
中
で
、

夢
中
で
遊
ぶ
中
か
ら
、
何
か
を
感
じ
、
ま
た
何
か
に
気

づ
き
、何
が
で
き
る
か
を
考
え
る
豊
か
な
感
性
を
築
か

せ
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
子
ど
も
達
が
優
し
さ
、思
い
や
り
の
あ
る
心
を
も
っ

た
人
に
成
長
す
る
よ
う
、
人
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　「…次も期待しています」。これは、今年9
月に熊本のとある幼稚園での講演を行った
後の、感想文にあった140数名中のある方の
一文です。
　主たる対象者は、同園園児の祖父母の
方々でした。「次って、園長先生からそんな
依頼受けてないけど…」と思いながらも、澄み切った秋空を見上げる気分となりました。
　一週間後、保護者懇談会沖縄会場に参じました。話を進める中、「先生次来られると
きは、11月３日がいいですよ。首里城から往時の衣装を纏った行列が見られます」。私には、
保護者の方の学校に対する安心感が、ご発言の上に乗せていただいているようで、あり
がたいと思いました。
　さらに一月後、大連外国語大学に学園相互の、共同育成事業終結の報告と挨拶に出
向きました。劉学長の結びの言葉は、「次から『タープー（大浦の中国語発音）』とは個
人的なお付き合いですね。いつでも大連にお越し下さい。お待ちしています」。挨拶の握
手に思わず力が加わる。また、本学の大連からの留学生が同地で同窓会を結成したと
のことで、その集まりに出席。私のゼミ生であったＪ君が「先生、次大連にはいつ来ま
すか」。「おい！今日来たばかりだぞ」と大笑いしながら学生時代の話に花が咲く、大連
初日の夜でした。台風の影響で、大連滞在が二日延びるという落ちがありましたが。
　先日も８期生の会合に、井筒課長と出席しました。Ｙ君が「先生退職してからも、次も
この会に来てくださいますか」。彼の笑顔と心遣いに涙が出そうになるが我慢。それを気
取られぬよう、「次（二次会）行こう」と繰り出す。
　なぜか次 に々出会った、「次」という関係の継続をもたらす意味と、そして、これまで
看過してきたかもしれない響きに、心が動いた今秋でした。

　音楽科及び文化コミュニケーション学科では
「中学校教員（国語・音楽）二種免許」、食物
栄養科では「栄養教諭二種免許」が取得できます。
教職免許を取得するためには様々な教職科目を
学習することが必要ですが、その中の「教職実
践演習」では、学校で教員として活躍している
方の実践に学ぶ機会があります。今年度は、本
学の音楽科を卒業して春日市立春日西中学校に
勤務している濱先生をお招きしました。教職20
年近くの経験を有するベテラン教員であり、多く
の学生が深い学びを得るお話をお聞きすること
ができました。ピアノの確かな演奏技術、音楽
の基本的な考え方を中学生に理解できるように
指導する授業力、吹奏楽部に対する高い指導力
も見せていただきました。その上で、学生に対し
て、「音楽は美を追究する教科であり、教師自
らが身だしなみやマナー等に美しさを意識する
ことが求められる」と教師としての心構えをお話
ししていただきました。この卒業生を見て本学
教育の根幹にある「堅実で優雅な中堅女性」
の姿が浮かび上がってきました。釜瀬冨士雄初
代学長がこの方の授業及び姿を見られたらきっと
笑顔で拍手を送ったであろうと確信いたしました。

福岡女子短期大学
学長
中川　伸也

福岡国際大学　
学長
大浦　隆陽

野方幼稚園

幼稚園だより

学校の声
Voice
学校の声
Voice
学校の声
VoiceVoice

・大学 学長
・短大 学長
・学生相談室より
・風早会だより

「次」という言葉の嬉しさ卒業生の姿から考えたこと

優しさ、思いやり、感謝の心を育めるように

学校法人九州学園
福岡女子短期大学附属

優しさ
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　厚生労働省の調べ（「新規学卒就
職者の学歴別就職後 3 年以内離職
率の推移」）によれば、ここ数年、中卒
は7割近く、高卒・短大卒で4割超、
そして大卒は 3 割超の新卒後 3 年
以内離職率が示されている。大卒でのこの割合は、ポストバブル期
（1990 年代後半～2000 年代半ば）に微増したものの、最近 30年間ほ
ぼ変わらない。つまり、経済の好不況にかかわらず、大学新卒者のおよ
そ3割が新卒で入った職場を去る。
　近年、いわゆる超有名大学を除くと、大学を選択するさい、就職率（そ
れも有力企業への就職率）の高さが（ことに保護者にとって）ますます
重要な目安となった。私は第二次オイルショック後に某企業に就職した
が、当時、大学の就職課に頼る学生はほとんど皆無だった。学生も自分
でなんとか働き口を探して決めた。それから幾星霜、多面にわたって面
倒見のいい大学がもとめられ、面倒見のいい大学になればなるほど、学
生の主体性や自主性が低下し、そうなると、その防止策を図るような教
育に熱心な面倒見のいい大学が要求され、…とイタチごっことなった。そ
んなわけで大学は、本来の目的である「他に目移りすることなく、学問に
打ち込む」場所からしだいに遠ざかった。
　漱石の昔より、「いまどきの若者は」と苦言を呈され、揶揄嘲弄されて
きたのだが、昨今ではサービス業界でのブラック企業の蔓延や、東京電
力・三菱・日産・スバル・神戸製鋼など製造・非製造業界での虚偽
検査やデータ改ざん、警察・自衛隊・マスコミの不祥事など、どうして、
「いまどきのオトナ」も負けていない。若者以上だ。「いまどきの政権政
治」はさらに滅茶苦茶で、「これからの若者」にとても顔向けできない。
　現実問題、倫理や規範や社会正義基盤をオトナたちが壊している以
上、むしろ、若者に望みを託した方がはるかに理にかなっている。就職
委員長という立場上、学生に就職活動を「煽って」きたが、正直なところ、
「こんな無残な世の中をしばらく外から眺めてみます」と言ってくれる思
慮深い学生が現れるのを期待していた。
　正規従業員として職が決まった学生も、所属先の職場・企業や社会
をじっくりと観察してほしい。学問の神髄は、ものごとを健全な批判精神
をもって客観的に考えること（Critical Thinking）にある。大学での学
びはまさにここにあった。働くことも学ぶことも、ひるがえれば、自分と自
分の周りを幸せにするためであるのだから、卒業後は、種々雑多な人間
社会のなかで自己練磨し、正真正銘のキャリアを身につけてほしい。

　この原稿の執筆時点（11月下旬）での 2 年生
（2018 年 3月卒業見込み）の内定決定率（就職
希望者に占める内定者の割合）は 58.8％である。
この数字は昨年の同時期のものと比べて 3.8％
高い数値である。日本の景気回復と人手不足を
受け、雇用環境は安定した状態が続いており、ま
た、大学生の内定決定時期が年々早まっている
ことから推察すると、本学の就職状況は「例年並
み」と言えるのだろう。
　今年度から就職委員長という名称が、キャリ
ア支援委員長に変更となった。「キャリア」は、
「キャリア教育」に由来するが、この言葉が公的
に登場したのは平成 11年 12月、中央教育審議
会答申においてである。キャリア教育は、「一人一
人の社会的・職業的自立に向け、必要な基盤と
なる能力や態度を育てることを通して、キャリア
発達を促す教育」と定義づけされており、従来の
「進路指導」が、上級学校への移行（出口指導）
に偏重している現状から、意味を刷新するため
に使用されるようになった。
　現在、キャリア教育という側面において学校に
課せられている使命は、「就職」「就職活動」の支
援といった限られたものではなく、将来を見据え
たキャリア形成のための支援、卒業後のキャリア
アップのための支援をも含めた広範なものであ
る。また、大学生のキャリアパス（キャリアアップ
への道筋）も多様化しており、このような流れに
沿って本学の進路支援の現状も変化して来てお
り、キャリア支援委員長への名称変更はこの流
れを加速させるためのものと理解している。「去
年と同じ内容の物は実施しない」とはキャリア支
援課課長の言葉である。少しでも良い進路支援
を実現するために毎年改善に取り組んでいる。
学生には教職員を信頼して自らの進路決定に積
極的に取り組み、良い「実り」を手に入れてほしい
と切に願う。

福岡女子短期大学
キャリア支援委員長
無津呂　淳一

福岡国際大学
就職委員長
藤岡  寛己

最後の就活学生を送る学生の進路選択に願うこと
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就職情報
福岡国際大学
福岡女子短期大学

・就職委員長より
・キャリア支援委員長より
・九州学園人事報告
・就職及び進学状況
・保護者懇談会
・会計報告

・・・・

福岡国際大学
氏　名 職　名 発令年月日

職 務 付 加 迫　由紀子 教務部長 H29.4.  1
退 職 鈴木　敏英 教授 H29.3.31
福岡女子短期大学

氏　名 職　名 発令年月日

新 規 採 用

永利　和則 特任教授 H29.4.  1
木下　圭子 特任教授 H29.4.  1
牧　　幸浩 教授 H29.4.  1
古市　恵美子 教授 H30.1.  1

昇 任
鶴田　智子 教授 H29.4.  1
桑原　哲章 准教授 H29.4.  1

職 務 付 加
秋好　晴彦 図書館長・保育学科学科長 H29.4.  1
野口　誠司 教務部長 H29.4.  1
大石　明子 学生部長 H29.4.  1

氏　名 職　名 発令年月日

職 務 付 加

福嶋　伸子 食物栄養科学科長 H29.4.  1
鶴田　智子 音楽科学科長 H29.4.  1
山下　和弘 文化コミュニケーション学科学科長 H29.4.  1
牧　　幸浩 教養教育推進センター長 H29.4.  1
古市　恵美子 副学長 H30.1.  1

退 職
中島　和宣 教授・音楽科学科長 H29.3.31
白根　一夫 特任教授・文化コミュニケーション学科学科長 H29.3.31

福岡女子短期大学附属野方幼稚園 　　　　　　

氏　名 職　名 発令年月日

新 規 採 用 蒔田　文子 教諭 H29.4.  1
事務局

氏　名 職　名 発令年月日

退 職 髙田　沙夜子 庶務課事務職員（非常勤） H29.3.31

新 規 採 用 山下　亜希子 会計課事務職員（非常勤） H29.11.  1

平成 29 年度  九州学園人事報告（H30.1.1 現在）

平成 28 年度  資金収支計算書
平成 28 年 4 月 1 日〜平成 29 年 3 月 31 日  （単位：千円）

収入の部 支出の部
科　目 金　額 科　目 金　額

学 生 生 徒 納 付 金 収 入 615,936 人 件 費 支 出 638,573
手 数 料 収 入 8,225 教 育 研 究 経 費 支 出 230,046
寄 付 金 収 入 5,164 管 理 経 費 支 出 129,793
補 助 金 収 入 150,102 借 入 金 等 返 済 支 出 0
資 産 売 却 収 入 0 施 設 関 係 支 出 57,176
付 随 事 業・ 収 益 事 業 収 入 25,815 設 備 関 係 支 出 31,912
受 取 利 息・ 配 当 金 収 入 1,633 資 産 運 用 支 出 0
雑 収 入 34,792 そ の 他 の 支 出 24,132
借 入 金 等 収 入 0
前 受 金 収 入 132,897
そ の 他 の 収 入 23,612
資 金 収 入 調 整 勘 定 △ 172,117 資 金 支 出 調 整 勘 定 △ 16,969
前 年 度 繰 越 支 払 資 金 1,284,968 次 年 度 繰 越 支 払 資 金 1,016,364
収 入 の 部 合 計 2,111,031 支 出 の 部 合 計 2,111,031
上記決算は、公認会計士・法人監査を受け、平成 29 年 5 月 26 日評議委員会・理事会において承認され
たものである。（学校法人九州学園本部事務局）
※千円未満切り捨てのため合計金額が一致しておりません。

平成 29 年度  資金収支予算書
平成 29 年 4 月 1 日〜平成 30 年 3 月 31 日  （単位：千円）

収入の部 支出の部
科　目 金　額 科　目 金　額

学 生 生 徒 納 付 金 収 入 504,860 人 件 費 支 出 728,400
手 数 料 収 入 8,800 教 育 研 究 経 費 支 出 240,470
寄 付 金 収 入 3,540 管 理 経 費 支 出 126,285
補 助 金 収 入 98,490 借 入 金 等 利 息 支 出 0
資 産 売 却 収 入 0 借 入 金 等 返 済 支 出 0
付 随 事 業・ 収 益 事 業 収 入 25,510 施 設 関 係 支 出 23,000
受 取 利 息・ 配 当 金 収 入 1,560 設 備 関 係 支 出 17,000
雑 収 入 98,161 資 産 運 用 支 出 0
借 入 金 等 収 入 0 そ の 他 の 支 出 22,470
前 受 金 収 入 143,310 [ 予 備 費 ] 10,500
そ の 他 の 収 入 0
資 金 収 入 調 整 勘 定 △ 233,001 資 金 支 出 調 整 勘 定 △ 15,650
前 年 度 繰 越 支 払 資 金 972,159 次 年 度 繰 越 支 払 資 金 470,914
収 入 の 部 合 計 1,623,389 支 出 の 部 合 計 1,623,389
上記予算は、平成 29 年 3 月 23 日評議委員会に諮り理事会において承認されたものである。

（学校法人九州学園本部事務局）

福岡国際大学
就職先

業　種 企業名
建設業（1） ㈱オンテックス
製造業（1） ㈱ふなき製菓
情報通信業（1） ㈱ Dstyle
運輸業（4） 全日本空輸㈱（ANA）、日本航空㈱（JAL）、㈱大韓航空、西鉄エアサービス㈱

卸小売業（22）
SAKURA-U・PLUS ㈱、福岡県魚市場㈱、㈱アンプレスィオン、ホシザキ沖縄㈱、㈱ GS タカハシ、ブリヂストンタイヤジャパン㈱福岡カンパニー、花王カスタマーマーケティング㈱、
㈱やまと、青山商事㈱、熊本ヤクルト㈱、㈱ NHC、㈱光野自動車、ラオックス㈱、九州風雲堂販売㈱、㈱メガネトップ、㈱アスタラビスタ、㈱ベルパーク、三角商事㈱（ルミエール）、
BT宝通㈱、㈱フードコスメ、瑩家貿易（同）

金融保険業（6） ㈱南日本銀行、鹿児島相互信用金庫、大牟田柳川信用金庫、大分県信用組合、明治安田生命保険相互会社、日本生命保険相互会社
物品賃貸業（1） ニッポンレンタカー九州㈱

宿泊、飲食サービス業（8） ㈱門司港ホテル、ルートインジャパン㈱、ソラーレホテルズアンドリゾーツ㈱、㈱エー・ピー・カンパニー、ジャパンコーヒー㈱、㈱ O・B・UCompany、㈱クリエイト・レストランツ・ホ
ールディングス、㈲河太郎

生活サービス業（3） ㈱ジェイアール西日本フードサービスネット、金享㈱、㈱ゆこゆこ
教育、学習支援業（3） 九州産業高等学校、佐賀県立杵島商業高等学校、㈱タップカンパニー
複合サービス業（1） 筑前あさくら農業協同組合
その他のサービス業（4） ㈱ JAL ナビア、㈲晩香堂、㈱マーキュリー、㈱ミュゼプラチナム

進学先
進　路 進学先名

大 学 院（1） 上越教育大学大学院
研究生等（1） 福岡国際大学
専門学校他（1） ヒューマンアカデミー

福岡女子短期大学
進学先等

進　路 進学先名
大学（編入）（4） エリザベト音楽大学 音楽学部演奏学科、沖縄大学 人文学部、国立音楽大学 音楽学部演奏・創作学科、西九州大学 健康栄養学部
短大専攻科（11） 福岡女子短期大学専攻科音楽専攻

専修学校（7） 公務員ゼミナール佐賀校、東京ベルエポック製菓調理専門学校、Be-STAFF MAKE-UP UNIVERSAL、中村調理製菓専門学校 調理師科、大原保育医療福祉専門学校、中央仏
教学院、麻生公務員専門学校

主な就職先（本　科）
業　種 企業名

建設業（2） ㈱イマムラ、日本 eリモデル㈱
製造業（6） 鳥栖キューピー㈱、㈱フジデリカ新宮工場、㈱フジデリカ長崎工場、㈱赤マルソウ、マルキン食品㈱、双葉産業㈱
卸小売業（16） ㈱ヤスカネ・ジャパン、㈱翔陽、㈱エレナ、青山商事㈱、㈱エディオン、大栄電通㈱、㈱ドラッグストアモリ（3）、㈱福岡魚市場、㈱西原商会、㈱岩田屋三越（3）、㈱出先、（合）ドアーズ
金融・保険業（5） ㈱福岡中央銀行、㈱鹿児島銀行、筑後信用金庫、遠賀信用金庫（2）

宿泊業、飲食サービス業（32） 休暇村志賀島、ホテルマネージメントインターナショナル㈱（長崎にっしょうかん）、㈱ジョイフル、㈱大庄、ロイヤルホールディングス㈱、㈱バズフック、㈱クックチャムプラスシー
【受託給食】エームサービス㈱（8）、㈱ LEOC（7）、富士産業㈱（5）、㈻中村学園中村学園事業部、シダックス㈱、ドクターフーズ㈱、㈱アスモフードサービス、㈱魚国総本社

生活関連・その他サービス業（9） ㈱ジェイアール西日本フードサービスネット（3）、㈱メモリード、夢咲サロン、㈱ DNA FACTOR（2）、LIEN 株式会社、㈱木下写場（アトリエ木下）

教育・学習支援業（41）

【学校教育】庄内中学校（音楽）、粕屋西小学校（講師）
【 幼 稚 園 】白水学園、谷川学園、双葉幼稚園、筑後中央幼稚園、府本幼稚園、三又幼稚園、荒尾四ツ山幼稚園、いしざき幼稚園、高雄幼稚園、大木光の子幼稚園、うちの幼

稚園、山王幼稚園、名護栄光幼稚園、瑠璃幼稚園、慈光幼稚園、松橋幼稚園、高良内幼稚園、亀の子幼稚園、サルナートの森幼稚園、山内幼稚園、ことぶき幼稚園、
たから幼稚園、広川幼稚園、みのりこども園、川上こども園、親愛こども園、あがた幼稚園、南さくら幼保連携型認定こども園　※こども園含む

【音楽教室】ヤマハ音楽振興会（ヤマハ音楽教室）、㈱ゼンオン教育センター、自宅開業
【図書館等】飯塚市立飯塚図書館、志免町立町民図書館、宮崎市立図書館、下関市立図書館（2）、久留米市立図書館、朝倉市立学校図書館
【 そ の 他 】㈱タップカンパニー

医療 ･ 福祉業（保育園）（64）

【保育関係】荒尾市中央保育園、ちえんかん保育園、白銀保育園（2）、西久留米保育園（2）、リズム保育園、あゆみらい保育園（2）、味坂保育園、みずほ保育所、なかがわ保育園（2）、
あまごころ保育園、のため保育園、白百合保育園、いずみ保育園、すみれ保育園、星の子保育園、にじいろ保育園、文殊乳児保育園、バディスポーツ幼育園、あけぼ
の保育園、きくすい保育園、光和保育園、仁愛保育園、泰幸保育園、海辺保育園、潮香保育園、虹の子保育園、小鳩保育園、井尻保育園、高宮くすくすの丘保育園、
乙金保育園、長野保育園、恵光保育園、青竜保育園、ゆたか保育園（2）、太郎保育園、平野保育園、光が丘幼児園、杉の実保育園、こばと保育園、宮原保育園、白
鳥保育園、㈱アイオル（2）、㈱アイグラン、（社福）チャイルドハウス会くるみ保育園、（社福）川原福祉会くるみ保育園、㈱小学館集英社プロダクション

【栄養調理】あいあい保育園、宇土保育園、小鳩保育園、あけぼの保育園、綾杉保育園、長住保育園、芙蓉保育園、のぞみ保育園、大王谷保育園、夢工房、なつき保育園、春陽会

医療・福祉業（施設等）（9） 【栄養調理】特別養護老人ホーム同朋園
【音楽療法・介護・事務】（社福）たから、（社福）慶和会まどか園、（社福）ひじり会ひじり園、あかね園、㈱チャーム・ケア・コーポレーション、ウェル城島、天心園、さるびあ作業所

医療・福祉業
（病院等）（6）

【栄養調理】さく病院、ヨコクラ病院、岡部病院（2）、三野原病院
【 事 務 他 】しげた総合診療クリニック

複合サービス業（11） 日本郵便㈱（2）、JA 福岡京築、JA さが、JA みなみ筑後、JA からつ、JA 柳川、JA 粕屋、JA ながさき県央、JA 筑紫、JA 北九
事業サービス他（5） ㈱デコール、共栄ビル管理㈱、ANA テレマート㈱（2）、㈱オートリサイクルナカシマ

主な就職先（音楽専攻）
業　種 企業名

教育・学習支援業（4） 前原中学校（音楽）、福間南小学校（講師）、ヤマハ音楽振興会（ヤマハ音楽教室）、カワイ音楽教室
卸小売（1） 島村楽器㈱
※１つの進学先に複数名進学している場合もあります。　※1つの企業、園、施設に複数名就職している場合もあります。

平成 28 年度  就職及び進学状況（平成 29 年 5 月 1 日現在）

福岡国際大学
地　区 日　時 会場および備考

福 岡 平成 29 年 9 月 16 日（土）10 時 30 分〜 12 時 20 分 本学
沖 縄 平成 29 年 9 月 23 日（土）10 時 00 分〜 12 時 00 分 サザンプラザ海邦
福岡女子短期大学

地　区 日　時 会場および備考
福 岡 平成 29 年 9 月 16 日（土）14 時 00 分〜 15 時 55 分 本学
沖 縄 平成 29 年 9 月 23 日（土）10 時 00 分〜 12 時 00 分 サザンプラザ海邦

福岡国際大学 福岡女子短期大学

平成 29 年度  保護者懇談会  開催日程



　平成10年に開学した福岡国際大学は、今年3月で20年の歴史に幕を閉じます。今年は合同で行われる最後の学園祭ということで本誌の特集を
「風早福国祭」にしました。最後まで学生たちの心の底からの笑顔、活き活きとしたパーフォーマンスには感動させられました。学生たちは今後
苦境に立っても、夢や目標をしっかりと持って社会人として立派に成長し続けられるであろうと確信しているところです。

　平成10年に開学した福岡国際大学は、今年3月で20年の歴史に幕を閉じます。今年は合同で行われる最後の学園祭ということで本誌の特集を

編 集 後 記

平成29年度  行事日程

● 福岡国際大学　占部　　● 福岡女子短期大学　宮嶋

創部１年目にして全国大会出場創部１年目にして全国大会出場快挙！！快挙！！
福岡女子短期大学　ハンドボール部

平成29年11月3日（金・祝）～7日（火）石川県金沢市で開催された
『高松宮記念杯 女子第53回 平成29年度全日本学生ハンドボー
ル選手権大会』では、初出場ながら ベスト16 まで進出しました。 

【1回戦】
福岡女子短期大学（九州）　28 -13　金沢大学（北信越）
【2回戦】
福岡女子短期大学（九州）　8-38 　 東海大学（関東）

平成29年8月26日（土）～8月30日（水）まで宮崎県で開催『平成
29年度 九州学生ハンドボールリーグ秋季大会（女子1部）』では、4勝
1敗で準優勝（2位）
『平成29年度全日本学生ハンドボール選手権大会』への出場権を獲得

【女子1部リーグ結果】　　　　
福女短　14－28　福岡大　
福女短　21－15　鹿児島大
福女短　32－13　沖国大
福女短　18－15　名桜大
福女短　26－10　西南大
　 　　　　　　　　　　　　　
【表彰】
女子1部　優秀選手　牧　遥花 ／ 中村　涼夏
女子1部　得点王      中村　涼夏　33点

【順位】
1位　福岡大 5勝
2位　福女短 4勝1敗　☆
3位　名桜大 3勝2敗
4位　西南大 2勝3敗
5位　沖国大 1勝4敗
6位　鹿児島大 5敗

平成29年4月30日（日）～5月3日（水・祝）に福岡市内で開催『平成29年
度　九州学生ハンドボールリーグ春季大会（女子2部）』では、3試合全勝
優勝し女子 1部に昇格 。

【女子2部リーグ結果】
4月30日（日） 福女短 31-12 宮崎大
5月1日（月） 福女短 26-11 九州共立大
5月3日（水・祝） 福女短 17-9 熊本大

【表彰】
女子2部 敢闘賞 中村　涼夏
女子2部 得点王 牧　　遙花

福岡女子短期大学ハンドボール部は、木下監督のもと、
平成29年4月に1年生9名で創部されました。

福
岡
国
際
大
学
：
 

福
岡
女
子
短
期
大
学
：
 

附
属
野
方
幼
稚
園
：
 http://w

w
w
.fukuoka-int-u.ac.jp

http://w
w
w
.fukuoka-w

jc.ac.jp
http://nokatayouchien.m

ain.jp

〒
8
1
8
-0
1
9
3

福
岡
県
太
宰
府
市
五
条
四
丁
目
1
6
番
1
号

TEL（
092）922-4034（

代
）/FAX（

092）922-6453

福
岡
国
際
大
学
・
福
岡
女
子
短
期
大
学

〒
8
1
9
-0
0
4
2

福
岡
県
福
岡
市
西
区
壱
岐
団
地
7
5
番
1
号

TEL（
092）811-3585

/FAX（
092）812-5554

福
岡
女
子
短
期
大
学
附
属
 野
方
幼
稚
園

制
作
・
印
刷
／
株
式
会
社
ミ
ド
リ
印
刷

編
集
・
発
行
／
学
校
法
人
 九
州
学
園

九
州
学
園
報
 V
ol.20

2018.2 発
行

〒812-0016  福
岡
県
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
南
6-17-12

TEL（
092）292-0300／

FAX（
092）483-9089

福岡女子短期大学附属野方幼稚園
年月日 日　程

平成 29 年 4/13 入園式
4/19 対面式
5/18 親子遠足
6/16 プール開き
6/18 保育参観（ファミリーデー）

6/22・6/23 フィンガーペインティング
7/ 6 七夕誕生会
7/12 音楽小発表会
7/20 お泊り保育
9/14 老人福祉施設敬老祭

10/ 7 第 42 回 運動会
10/19 芋掘り遠足
10/21 バザー（キラリン★フェスタ）
10/24 お店屋さんごっこ
10/27 園外巡り
10/30 ハロウィン
11/29 おすもう大会
12/ 3 生活発表会
12/ 5 新入園児招待日（生活発表会）
12/14 クリスマス誕生会

平成 30 年 1/ 9 始園式
2/10 音楽発表会
2/14 新入園児招待日（音楽発表会）
2/22 お別れ遠足
3/ 2 茶話会
3/15 卒園式

6/ 1 開学記念日
6/25 音楽講習会
7/ 1 風早七夕祭（風早寮）
7/16 オープンキャンパス（第1回）・オープンキャンパスバスツアー
7/23 オープンキャンパス（第 2 回）

7/31 〜 8/ 4 前期定期試験期間
8/10 オープンキャンパス（第 3 回）

8/11 〜 8/16 夏季休業期間
8/19 オープンキャンパス（第 4 回）
8/28 前期成績発表日

8/30 〜 9/ 1 前期追再試験期間
9/16 保護者懇談会（本学会場）
9/21 後期オリエンテーション
9/22 後期講義開始日
9/23 保護者懇談会（沖縄会場）
9/24 音楽講習会

10/27 学園祭準備日
10/28・29 第 16 回風早福国祭

10/30 学園祭後片づけ日（終日休講）
11/24 音楽科学生によるコンサート（アクロス福岡シンフォニーホール）
12/14 風早聖夜祭（風早寮）

12/23 〜 1/ 8 冬季休業期間
平成 30 年 1/30 〜 2/ 5 後期定期試験期間

2/20 後期成績発表日
2/22 〜 2/26 後期追再試験期間

3/16 学位記授与式（卒業式）
3/24 オープンキャンパス

福岡国際大学
年月日 日　程

平成 29 年 4/ 6 前期講義開始日
6/ 1 開学記念日

7/31 〜 8/ 4 前期定期試験期間
8/11 〜 8/16 夏季休業期間

8/28 前期成績発表日
8/30 〜 9/ 1 前期追再試験期間

9/16 保護者懇談会（本学会場）
9/21 後期オリエンテーション
9/22 後期講義開始日
9/23 保護者懇談会（沖縄会場）
9/29 秋季学位記授与式

10/27 学園祭準備日
10/28・29 第 16 回風早福国祭

10/30 学園祭後片づけ日（終日休講）
12/23 〜 1/ 8 冬季休業期間

平成 30 年 1/30 〜 2/ 5 後期定期試験期間
2/22 〜 2/26 後期追再試験期間

3/16 学位記授与式（卒業式）

福岡女子短期大学
年月日 日　程

平成 29 年 4/ 3 入学式
4/ 4・4/ 5 新入生オリエンテーション期間

4/ 6 前期講義開始日
5/19 高校連絡会
5/27 福女短フェスタ（ソラリアプラザ　イベントスペースゼファ）




